
令和2年3月15日 やまだ民児協だより 第24号(1)

新組織のもと ひとつになって
会 長 飯 田 美智子

この度の全国民生委員・児童委員の喜斉改選により、山田学区では継続

1 0名、新任7名の方をまじえ総勢1 7名が任命されました。若輩者の私が

当、山田学区民生委員児童委員協議会会長という大役を仰せつかり、大変

困惑している次第です。

住みよいまちとして、草津市は近畿では5年連続一位とランクインされる中で、当学区は琵

琶湖岸よりで、風光明媚ではありますが、草津駅周辺からは遠く離れ、高齢化率も市内では三

番目となり、今後、買い物難民になったり、通院Iこも困る状態も予想され、健康長寿であるた

めの予防策も考えていかなIナればならないと思います。

美しい田園風景を守りつつ、そこで生活する私達が、隣近所の人々との繋がりを大切iこし、

気軽に相談して頂けるように心畦上げ、楽しく住みよい
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(4)第24号 やまだ民児協だより 令和2年3月15日

(自‥令和元年12月1日 至:令和4年11月3〇日)

氏 名 電話番号 担 当 地 区 

山元 愛子 563-6002 北山田町南部 

横江 憲子 585-9449 北山田町北部 

飯田美智子 563-0801 山田町 

山本 克美 562-285了 五条町、同町 

山 田 直子 563-3754 南山田町 

木戸 敦子 562-1770 不動浜町、新南浜町 

井上美佐子 563-5440 御倉町、南山田団地 

大原 友代 564-0346 陽ノ丘団地(公営住宅) 

原 田 忠 564-8123 陽ノ丘団地(分譲住宅) 

期 直子 562-9596 木川町北部 

久保真里子 563-7055 木川町、木川町北部の一部 

木村 文子 563-8872 出屋敷団地 

木村ま-さ み 563-1043 出屋敷町 

奥 ・健次 564-7045 ニッ池町 

選 考 中 新田町1へ10組 

山 中 秋夫 562-2345 新田町11-20組、レジデンス草津 

選 考 中 新田町21-30組、神保ケ丘(東・南) 

杉江由紀子 563-2882 学区全域(主任児童委員) 

中瀬 清美 563-1289 学区全域(主任児童委員) 
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case.3 障害の支援に

●日常生活に不安があるため、障害

福祉サービスを使いたい

●車いすを購入するための補助は

あるのか知りたい

●スロープ、手すりを設置したい

case.2

●子育てに自信がない

●知り合いが近くiこおらず、

相談できる人がいない

●子どもがいじめられて

いるかもしれない

●初めての妊娠で、出産・

子育てが不安

case.4嚢の他の網

●生活が苦しくて困っている

●となりの家から毎日怒鳴り

声が聞こえる

●新聞がたまったまま、

洗濯物がずっと干した

ままの家があり気Iこなる

※相談内容により福祉の専門機関へつなぎます。


